
　　
　

市
で
は
、
今
年
度
か
ら
災
害
時

な
ど
に
活
用
す
る
防
災
行
政
無
線

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
、
防
災
行

政
無
線
の
放
送
内
容
が
従
来
の
戸

別
受
信
機
や
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
に
加
え
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
電
話
な
ど
で
確
認
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。　

　

詳
し
く
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
が
聞
き
づ
ら

い
場
合
な
ど
に
、
自
宅
な
ど
で
防

災
行
政
無
線
を
聞
く
こ
と
が
で
き

る
戸
別
受
信
機
に
つ
い
て
、
今
年

度
も
引
き
続
き
、
無
償
で
貸
与
し

ま
す
。

　

貸
与
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
防

災
安
全
課
（
窓
口
⑩
）
で
申
請
書

に
氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
を
ご
記

入
く
だ
さ
い
。
戸
別
受
信
機
は
、

窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
に
購
入
さ
れ
、
各
家　
　

庭
や
事
業
所
で
使
用
し
て
い
る

水
色
又
は
灰
色
の
防
災
ラ
ジ
オ
は
、

令
和
４
年
11
月
末
で
防
災
行
政

無
線
の
放
送
を
受
信
で
き
な
く

な
り
ま
す
（
通
常
の
ラ
ジ
オ
と

し
て
は
引
き
続
き
利
用
で
き
ま

す
）
。
ま
た
、
古
い
防
災
ラ
ジ

オ
が
不
要
と
な
っ
た
場
合
は
、

各
自
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　
下
田
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

に
登
録
す
る
こ
と
で
、
防
災
行
政

無
線
の
内
容
や
暮
ら
し
に
役
立
つ

情
報
を
、
登
録
し
た
パ
ソ
コ
ン
や

携
帯
電
話
な
ど
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
宛
に
メ
ー
ル
で
お
届
け
し
ま
す
。

　

登
録
方
法
は
次
の
通
り
で
す
。

登
録
方
法
①

　

カ
メ
ラ
機
能
付
き
携
帯
電
話
で

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
サ
イ

ト
に
接
続
後
、
手
順
に
沿
っ
て
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。

　
次
の
電
話
番
号
に
電
話
を
か
け

る
こ
と
で
、
放
送
後
、
24
時
間
以

内
で
あ
れ
ば
、
防
災
行
政
無
線
の

放
送
内
容
を
電
話
に
よ
り
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

電
話
番
号　

☎
㊱
３
８
６
６

※
ご
利
用
に
は
、
通
話
料
金
が
か

か
り
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
ご
利
用
の

方
は
、
ヤ
フ
ー
が
運
営
す
る
防
災

ア
プ
リ
「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
防
災
速

報
」
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
、
地
域

を
「
下
田
市
」
に
設
定
す
る
と
、

市
の
防
災
行
政
無
線
と
連
携
し
、

放
送
内
容
が
プ
ッ
シ
ュ
通
知
さ
れ

ま
す
。

　

 

お
知
ら
せ

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

　
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
の
　

試
験
放
送
を
実
施
し
ま
す

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
緊
急
時
に
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
国
の
緊
急
情
報
を
、

防
災
行
政
無
線
を
用
い
て
市
民

の
皆
さ
ま
へ
確
実
に
お
知
ら
せ

す
る
た
め
、
下
記
の
日
程
で
国
民

保
護
情
報
の
試
験
放
送
を
実
施
し

ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
市
民
の
皆
さ
ま

も
、
短
い
時
間
で
あ
わ
て
ず
に
身

を
守
る
行
動
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

《
国
民
保
護
情
報
訓
練
》

日
時　

５
月
19
日
（
水
）

　
　
　

午
前
11
時
頃

　住宅の耐震化はお済みでしょうか？
 地震による家屋の倒壊から命を守る ～ＴＯＵＫＡＩ－０～

　いつ起こるかわからない大地震。だからこそ、住宅の耐震化をして、もしもの時に備えましょう！

大地震では、特に昭和 56 年以前の旧耐震基準の木造住宅に大きな被害が出ています。市では、木造住宅の無料耐震診断や耐震

改修、ブロック塀の撤去・改善等の補助制度があります。

耐震化したくても、 お金がかかるし ...
　今年度からは、避難所でのコロナウイルスなどの感染リス

ク等の回避を目的とした在宅避難割増、耐震改修工事費用の

一時負担を減らす代理受領制度を始めます。

　また、金銭面で耐震改修に踏み切れない場合には、耐震シェ

ルターの設置も命を守るために有効です。

耐震化しても、 津波に流されるから ...
　阪神・淡路大震災時の死亡原因の 87.8％が家屋や家具類の

倒壊による圧迫死と言われています。

　また、家屋が倒壊し、道路を封鎖してしまった場合、避難

や救助、消火活動等の妨げにもなります。住宅の耐震化は自

分の命を守るだけではありません。

　　木造住宅の

　　　　耐震化 

対象

昭和 56 年５月 31 日以前に建築した木造住宅で耐震評点が

1.0 未満のものを 1.0 以上とし、かつ、0.3 以上上がる耐

震補強計画及び耐震補強工事

補助金額

○一般世帯　　　　　　上限 1,000,000 円

○高齢者のみの世帯等　上限 1,200,000 円

DID 地区（人口集中地区）内の住宅は上記の金額に

300,000 円の上乗せになる場合があります。

○在宅避難割増　（今年度から）

下記の条件の全てを満たす耐震補強を行う場合は

最大 300,000 円の上乗せがあります。

①耐震評点 0.7 未満を 1.2 以上へ

②家具の固定の実施

③耐震補強事業 PR（PR 垂れ幕の設置等）

　ブロック塀の

　　　耐震改修

対象

緊急輸送路、避難地、避難路及び通学路等に面し、地震発

生時に倒壊、又は転倒の危険性があるブロック塀

補助金額

撤去：最大で工事費の 2/3、上限 266,000 円

改善：最大で工事費の 2/3、上限 333,000 円

登
録
方
法
②

　

次
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
空
メ

ー
ル
を
送
り
、
返
信
さ
れ
た
メ
ー

ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る
手
順
に
沿

っ
て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　

shimoda@sg-m.jp

　

防
災
行
政
無
線
で
放
送
さ
れ
た

内
容
が
下
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

連
携
し
、
緊
急
情
報
と
し
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

木造住宅の耐震化の補助制度の流れ

※補強計画後、補強工事に進まない場合の補強計画費は

　自己負担となります。

　着手前に申請書の提出が必要です。

※詳しくは建設課都市住宅係へお問い合わせください。

　　問合せ先　建設課都市住宅係　☎㉒２２１９

メール配信サービス

登録用 QR コード

１
．
戸
別
受
信
機

２
．
下
田
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

３
．
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　　　　
（
災
害
・
訓
練
時
の
み
）

５
．
防
災
ア
プ
リ
（
災
害
時
の
み
）

４
．
電
話
自
動
対
応
サ
ー
ビ
ス

防
災
か
わ
ら
版

～
防
災
行
政
無
線
が
様
々
な
方
法
で
確
認
で
き
ま
す
～
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問
合
せ
先　
防
災
安
全
課
防
災
係　
☎
㊱
４
１
４
５


